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こんにちは、4月 です。気分新たに、楽しく前向きに張

◎

， く

り

切つて生きていきましょう。

さて私は海が好きです。少し暖かくなつてきました。やつ

ぱり人間だからなのでしようか、海に惹かれます。ただ好き

と言つても泳ぎたいとかそ ういつた高いレベルではありま

せん。海岸、砂浜を裸足で歩いてみたいという子供レベルで

す。よく覚えていないのですが、子供時分、内海あたりによ

く行つていたように思うのです。内海あたりの海岸沿いを車

で移動 していてその車窓が何 となくイメージに残つている

のです。そのうつすらとした記憶の一つに、まるは食堂とい

う看板があつたような。その当時、その食堂、旅館に寄った

ことはないのですが、、、。

それから私は随分と大人になつて、常滑りんくうにできたま

るは食堂にはじめて入ることになつたのでした。家内と二人

で、新 しくできた街、スポットとしてりんくうの辺 りをウロ

ウロ見に行った時のことでした。以前より何度となくいろん

な人から内海のまるは食堂の聞いていたので、じやあ一度入

つてみようと。そしてはじめてまるは食堂のエビフライを食

べたのでした。



エビフライって、こんなんだったのか !と 驚きました。そ

のエビフライはただ大きぃだけじゃなくて本当に身がしっ

かり存在 していたのです。十分な太さで身がしっかり入って

いてその周 りに、身の大きさをオーバーに表現することのな

い適切な厚さの衣がついている、(すなわち、ょく食べる衣ば

か りが大半を占めていて中の身はめっちゃ細い冷凍食品エ

ビフライが普通だという概念を覆 しました。)こ れが正しい

エビフライの在 り方だと思いました。

名古屋はエビフライが名物などと言われることがありま

す。先 日東京から学会でやってきた後輩と「お昼何食べた ?」

という話題になって 「ェビフライを食べに行ってきました」

どうもそこら辺の喫茶店で食べたようで「あ―、これはしま

つた、ただの衣だけのなんちゃってェビフライ食べて名古屋

観光気分になっているな」間違った名古屋飯が伝播していく

と感 じたときでした。その一か月後同じグループの教室員の

先輩が会議で名古屋を訪れました。この時ばかりは、私は率

先 して自分で店を予約しました。正しいェビフライを再イン

ス トールする機会だと思ったのです。栄のラシックに入つて

いるまるは食堂に連れて行きました。前フリで「今回はテー

マがあります。皆さんはエビフライというものを勘違いして

いるかもしれません。正統的なエビフライとは、、、、」
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